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 三多摩食糧卸協同組合

10月

玄米の完全粒の比率（重量比率）は、62.6、未塾粒35.7とやや未
熟粒が多いようですが、胴割粒は0.5と少ないので、精米にすると，
砕粒1.6といった測定結果で、粉状質が目立ちます。ごはんでは、

見た目は艶がありふっくらした感じがあります。香りは、あまり新
米らしさは感じません。粘りは、感じられませんが弾力があるお米
です。人によっては物足りなさを感じそうです。

銘柄 アミロース 蛋白 水分 評価値

栃木 コシヒカリ 19.0 6.1 14.2 73

令和５年産水稲の９月25日現在作柄は、全国
平均作況指数100の「平年並み」と発表されま
した。生産量 662.4万トン（前年より▲7.7万ｔ）

10a当たり収量 534㎏（前年より▲2kg)

作付面積 124万2000ha(前年より▲9000ha)

上記の収量は、ふるい目幅が1.70ｍｍベース
で選別された玄米の重量であり、実際はそれ
以上のふるい目を使用していると思われます。
また、収穫量が多い新潟県の収量が前年より
22㎏少ない503㎏となっています。まだ、高温
障害による影響が明らかでない現在の調査結
果ですので、生産量は減少すると考えられま
す。次回10月の調査結果が気になるところです。

令和５年産 調査結果概要 9/25現在

今週の玄米入荷情報

□令和5年産

福井コシヒカリ

福島中通コシヒカリ・ひとめぼれ

新潟黒川コシヒカリ

山形つや姫特栽

宮城つや姫登米特栽

岩手前沢ひとめぼれ特栽米

秋田やまもとあきたこまち

秋田やまもとあきたこまち特栽

秋田やまもとあきたこまち岩川水系

茨城コシヒカリ

佐賀夢しずく特栽
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